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第２回ＰＰＰ／ＰＦＩ事業優良事例表彰の受賞について 

令和８年９月１５日 

行財政改革推進課 

企 業 局 工 務 課 

 

内閣府が実施する「第２回ＰＰＰ／ＰＦＩ事業優良事例表彰」において、公営水力発電所として全国で初めて

コンセッション方式を導入した「鳥取県営水力発電所再整備・運営等事業」が優秀賞を受賞し、表彰状が授与さ

れましたので報告します。 

なお、本県では、第１回目の「鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎整備等事業」の優秀賞受賞に

引き続いての連続受賞となります。 

 

１ ＰＰＰ／ＰＦＩ事業優良事例表彰の概要 

・内閣府が全国のPPP/PFI事業の中から先導的な優良事例を表彰し、地方公共団体等や民間事業者のPPP/PFI

推進のための機運醸成を図り、地域におけるPPP/PFI活用拡大、PPP/PFI活用対象の拡大及び民間事業者の

創意工夫の最大化を図ることを目的とした表彰制度である。 

・令和８年４月１０日から同年５月２９日まで公募され、１９件の応募があった。  

（部門別内訳…人口２０万人以上：６件、人口２０万人未満：１３件）  

・外部有識者で構成される選考委員会による審査を経て、計６件（大臣賞２件、優秀賞２件、特別賞２件）の

受賞事業が決定された。 

  

２ 受賞の概要  

（１）受賞部門  人口２０万人以上の地方公共団体、国等で事業化された事例部門 

（２）表彰の種類  優秀賞（PPP/PFIの推進に資する取組を実施し、他の模範となる顕著な実績を有する事業） 

（３）事 業 名  鳥取県営水力発電所再整備・運営等事業 

・事業概要  鳥取県で運営する公営水力発電施設について、コンセッション方式を導入し、発電所

３施設の再整備と、利水ダム２施設を含む発電所４施設の運営維持業務を実施。 

・事業期間  令和２年９月１日～令和２６年１１月３０日 

令和２年９月：舂米発電所、令和５年９月：小鹿第二発電所、令和６年８月：小鹿第

一発電所、令和６年１２月：日野川第一発電所が順次運営維持業務開始 

・参画事業者 【代表企業】三峰川電力株式会社 

         【構成企業】中部電力株式会社、美保テクノス株式会社、株式会社チュウブ 

（４）主な評価視点  

・公営水力発電所として全国で初めてコンセッション方式を導入して

おり、先導性が高いこと。 

・発電所施設の再整備期間について、県直営で行う場合は約１０年間

を見込んでいたところ、民間事業者のノウハウ等によって約５年間

に短縮されたこと。 

・再整備に要する事業費を運営権対価と相殺させることにより、県の

財政負担なく３発電所の再整備事業を行うことができたこと。 

 

３ 表彰授与式  

（１）日 時  令和８年９月３日（木） 午後２時から午後５時まで  

（２）場 所  内閣府 中央合同庁舎８号館 講堂 （東京都千代田区永田町１－６－１）  

 

日野川第一発電所（外観） 
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